
（淀川下流部） 農業用水の水利権 （平成１２年）

出典：近畿地方整備局 水利台帳
（全て慣行水利権）

• １）淀川左岸用排水管理組合 ７．７７５ｍ３／ｓ ５１％

•
２）神安土地改良区 ４．２５７ ２８％

•
３）高槻市東部土地改良区 ２．１５０ １４％

•
４）枚方市御殿山土地改良区 ０．３２２ ２％

•
５）五久揚水機（摂津市） ０．３３０ ２％

•
６）河原揚水機（摂津市） ０．４１０ ３％

•
• （計） １５．２４４ｍ３／ｓ １００％
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木屋取水点の標識板
目的：かんがい 許可を受けた者：守口市ほか計７市



木屋揚水機場
設置ポンプは４台だが、フル稼働時でも運転は２台のみ



幹線水路
淀川沿いに木屋から守口市まで（右：国道１号線）



二十箇水路
幹線水路から分岐する主要水路の一つ



寝屋川に流入
排水路（左）の水は最終的に寝屋川（右）に合流



古川
主要排水路の一つ。これも寝屋川に合流



寝屋川
ＯＢＰ（正面）の先で大川に合流して大阪湾へ



市街化農地（１）
市街化区域に点在する「生産緑地」



市街化農地（２）
３０年後も農地として存在するか？



市街化調整区域内農地（１）
枚方市出口地区（淀川と国道１号線に挟まれた地域）



市街化調整区域内農地（２）
寝屋川市新家地区（左側は第二京阪道路予定地）



市街化調整区域内農地（３）
門真市北島地区（レンコン畑が残る）



淀川左岸用排水管理組合の水余り

• １）農地面積の激減

• 昭和３０年代 ３，０００ｈａ

• 現在 ３００ｈａ －－市街化調整区域内農地 １００ｈａ

• 市街化区域内農地 ２００ｈａ

• ２）最大取水量

• ポンプ２台×１．６７０ｍ３／ｓ＝３．３４０ｍ３／ｓ

• －－水利権（７．７７５ｍ３／ｓ）の４３％

• ３）余剰水利権

• ７．７７５－３．３４０＝４．４３５ｍ３／ｓ（＝３８３，０００ｍ３／日）

• （例） 丹生ダムの開発水量（大阪府、阪神水道） ＝２５８，０００ｍ３／日

• ４）現状と将来

• 現在の主用途： 都市排水路の浄化（公共下水普及率７０～８０％→生活排

• 水の流入）

• 大阪府の農業振興地域指定なし → 将来は農地が消滅？



神安土地改良区
農地面積 ２５００ｈａ．→５６０ｈａ． しかし最大取水量 １００％



三箇牧揚水機場
左：揚水機場 右：浄水機場



番田水路
用排水分離（右：用水路）



圃場風景
農振地域だが土地区画整理や流通倉庫などに蚕食



高槻市東部土地改良区
農地面積 １，３５４ｈａ．→１８５ｈａ． 最大取水量 約５０％（日量９３，０００ｍ３の余剰）

大部分は番田水路→神崎川へ



枚方市御殿山土地改良区
農地面積 ６６ｈａ．→３４ｈａ．最大取水量１００％、淀川へ還元



五久揚水機・河原揚水機
共に摂津市下水道課の管理、排水路浄化が主目的、最大取水量１００％



（まとめ）

（淀川下流部） 農業用水水利権の余剰

• （水利権） （余剰水利権） （同左日量）

• １）淀川左岸用排水管理組合 ７．７７５ｍ３／ｓ ４．４３５ｍ３／ｓ ３８３，０００ｍ３

• ２）神安土地改良区 ４．２５７ ０ ０

• ３）高槻市東部土地改良区 ２．１５０ 約１．０７５ 約 ９３，０００

• ４）枚方市御殿山土地改良区 ０．３２２ ０ ０

• ５）五久揚水機（摂津市） ０．３３０ ０ ０

• ６）河原揚水機（摂津市） ０．４１０ ０ ０

• （計） １５．２４４ 約５．５１０ 約４７６，０００ｍ３

• 「淀川下流部水道事業体の水源開発計画」（日量）

• 丹生ダム（大阪府、阪神水道）２５８，０００、 大戸川ダム（大阪府） ３５，０００

• 川上ダム（西宮市） １８，０００、 余野川ダム（箕面市、阪神水道）１００，０００

• 安威川ダム（大阪府） ７６，０００、

• （計） ４８７，０００ｍ３


